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２
　
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
充
実

　
育
児
や
介
護
等
を
行
う
教
職
員
が
意
欲
的
・
継
続
的
に
職
務
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

(

１)

　
介
護
休
暇
制
度
に
つ
い
て
、
取
得
で
き
る
期
間
を
６
月
か
ら
１
年
に
延
長

　
　
す
る
こ
と
。

３
　
長
時
間
勤
務
の
是
正

　
教
職
員
が
心
身
の
健
康
を
保
ち
、
意
欲
的
・
継
続
的
に
職
務
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
常
態
化
し
た
長
時
間
勤
務
の
是
正
を
図
る
こ
と
。

４
　
人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用

　
任
用
、
給
与
、
分
限
そ
の
他
の
人
事
管
理
の
基
礎
と
な
る
人
事
評
価
制
度
に
つ

い
て
、
教
職
員
へ
の
周
知
・
説
明
を
徹
底
し
、
適
切
な
運
用
を
図
る
こ
と
。

第
５
回
採
用
試
験
対
策
部
研
修
会

第
５
回
採
用
試
験
対
策
部
研
修
会

　
６
月
２
４
日
（
土
）
香
川
県
教
育
会
館
に
て
第
５
回
採
用
試
験
対
策
部
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
香
川
大
学
准
教
授
谷
口
弓
恵
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

集
団
面
接
に
向
け
て
の
講
義
を
行
っ
た
。

　
香
教
連
か
ら
も
、
７
名
の
先
生
方
が
面
接
官
役
で
参
加
し
、
集
団
面
接
実

習
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。「
心
構
え
」「
話
し
方
・
聞
き
方
」

「
服
装
」「
入
室
・
退
室
の
仕
方
」
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
が
あ
っ
た
。

　
参
加
さ
れ
た
講
師
の
人
か
ら
は
、「
私
は
、
も
っ
と
笑
顔
で
討
議
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。」「 

講
師
経
験
の
強
み
を
討
議
の
場
で
出
せ
る
よ
う
に

し
た
い
。」
な
ど
前
向
き
な
感
想
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
。

　
研
修
会
終
了
後
も
、
廊
下
や
駐
車
場

な
ど
で
谷
口
先
生
や
香
教
連
の
先
生
方

を
中
心
に
い
く
つ
か
の
輪
が
で
き
、
熱

心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
姿

が
あ
っ
た
。
全
員
が
一
次
試
験
に
合
格

し
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
第
６
回
研
修
会
は
、
８
月
１
１
日

（
金
）
で
あ
る
。（
模
擬
授
業
と
個
人
面

接
）

第
一
回
会
長
・
局
長
会
議

第
一
回
会
長
・
局
長
会
議

　
６
月
２
５
日
（
土
）Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
に
て
、
第
一
回
会
長
・
局
長
会
議
を
行
っ
た
。

　
本
年
度
の
執
行
体
制
・
活
動
方
針
・
活
動
計
画

・
専
門
部
活
動
に
つ
い
て
・
組
織
拡
大
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
で
は
、
高
木
委
員
長
か
ら
「
組
織
拡
大
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。
黙
っ
て
い
て
は
入
会
し
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
足
を
使
い
、
汗
を
流
し
て
、
会
員

を
増
や
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

未
来
の
香
教
連
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
先
生
達

の
た
め
に
、
今
が
一
番
大
切
な
と
き
で
す
。
新
規

入
会
者
獲
得
に
向
け
て
、
各
単
組
が
目
標
を
掲
げ

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

６月　業務抄
 ２日　三豊観音寺教職員協議会定期大会

 ４日　香教連定期大会

 ６日　県教委定例会

 ９日　県教委　総括要望

　　　 丸亀市教職員協議会　評議員会

10 日　全日教連　執行委員会

11 日　全日教連　定期大会

12 日　第４次中央要請行動

15 日　高松市学校職員協議会評議員会 zoom

16 日　第 1回教育セミナー

17・18 日　日本教文研　教問審委員会

23 日　香川県教育懇談会　

24 日　第 5回採用試験対策部研修会

　　　 中堅教員研修会

25 日　第 1回会長・局長会、執行委員会

28 日　人事委員会要望

　　　　

第
４
０
回
全
日
教
連
定
期
大
会

　
６
月
１
１
日
（
日
）
第
４
０
回
全
日
教
連
定
期
大
会
が
、
東
京
都
の
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
香
教
連
か
ら
は
、
高
木
委
員
長
・
塩
崎
副
委
員
長
（
丸
亀
）・
黒
川
事

務
局
長
（
高
松
）・
瀬
戸
幼
児
教
育
部
長
（
高
松
）・
相
原
執
行
委
員
（
丸

亀
）
の
５
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
梁
文
部
科
学
副
大
臣
や
萩
生
田
自
民
党
政
調
会
長
、
佐
々
木

さ
や
か
参
議
院
議
員
（
公
明
党
）
が
列
席
し
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の

中
で
、
萩
生
田
政
調
会
長
か
ら
は
、「
教
職
員
の
待
遇
改
善
は
喫
緊
の
問

題
。
教
職
調
整
額
を
１
０
％
に
、
各
主
任
手
当
等
の
見
直
し
及
び
新
設
、

一
人
１
台
端
末
の
次
期
入
れ
替
え
の
国
費
利
用
は
必
ず
実
行
し
て
い
き
ま

す
。」
と
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
令
和
４
年
度
の
活
動

報
告
・
会
計
決
算
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
１
０
分
間
の
休
憩
に
続
き
、
令
和
５
年
度
の
運
動
方
針
（
学
校
事
務
職

員
部
・
女
性
教
職
員
部
・
養
護
教
諭
部
・
高
等
学
校
部
・
栄
養
教
諭
、
学

校
栄
養
職
員
部
・
管
理
職
部
・
特
別
新
教
育
部
・
幼
児
教
育
部
）
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。（
全
日
教
連
幼
児
教
育
部
長
は
瀬
戸

美
奈
子
先
生
。
６
月
号
の
全
日
教
連
新
聞
参
照
）

　
令
和
５
年
度
予
算
審
議
の
後
、
大
会
宣
言
が
朗
読
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て

定
期
大
会
は
無
事
終
了
し
た
。

声を届けてください！
○学校での困りごと

○御意見・御感想

何でもかまいません。

下のＱＲコードを読み取って、

送信してください。抽選で、

素敵なプレゼントをお送りし

ます。

研
修
会
の
お
知
ら
せ

研
修
会
の
お
知
ら
せ

退職予定者セミナー
日時　８月１２日（土）　
　　　 1４：00～１６：00
場所　香川県教育会館
　　　　　　　　 第５会議室
講師　高学教元会長安部忠明 他
●参加者にはケーキセットを準備いたします。

退職予定者セミナー

　近々退職を迎える方、再任用や退職後の保険

など色々不安なことはありませんか？

　退職された方から､アドバイスをもらえます。

　どんな質問でもOKです。

　是非たくさんの参加をお待ち

しています。詳しくは同封のチ

ラシをご覧ください。
ＱＲコードを読み取って、送信してください。
または、kakyoren2021@gmail.comまでメ
ールをしてください。

　
今
回
も
「
不
親
切
教
師
の
ス
ス
メ
」（ 

松
尾
英

明
著
）
か
ら
中
身
の
紹
介
の
３
例
目
。

　
同
じ
字
を
並
べ
て
掲
示
す
る
意
味
は
？

　
教
室
後
方
上
部
に
、
ず
ら
り
と
並
ぶ
習
字
の
掲

示
物
。「
大
空
」「
雲
」
等
、
一
律
に
同
じ
文
字
が

書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
室
風
景
に
違
和

感
を
持
つ
人
は
少
な
い
。
小
学
校
の
教
室
に
お
い

て
ご
く
ご
く
当
た
り
前
の
掲
示
物
で
あ
る
。

　【
筆
者
は
こ
う
続
け
る
】

　
習
字
の
お
清
書
と
は
、
お
手
本
の
字
を
可
能
な

限
り
そ
っ
く
り
に
真
似
て
写
す
作
業
の
結
果
で
あ

る
。
確
固
た
る
正
解
が
あ
り
、
そ
の
再
生
能
力
の

正
確
さ
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

本
来
的
に
個
性
発
揮
や
表
現
の
た
め
の
成
果
物
で

は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
習
字
の
清
書
を
掲
示

す
る
と
い
う
の
は
、
漢
字
テ
ス
ト
や
算
数
の
ワ
ー

ク
テ
ス
ト
の
結
果
を
並
べ
て
掲
示
す
る
の
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
習
字
の
清
書
は
図
工
作

品
の
よ
う
に
個
性
や
創
造
性
発
揮
に
よ
る
表
現
の

結
果
の
展
示
と
は
性
質
の
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
。

　
教
員
に
限
ら
ず
特
別
支
援
教
育
関
係
に
多
少
な

り
と
も
関
心
の
あ
る
人
な
ら
、
習
字
の
清
書
の
掲

示
物
を
見
た
だ
け
で
「
あ
あ
、
こ
の
子
は
特
別
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
」
と
わ
か
る
。

　
習
字
の
掲
示
物
と
は
本
人
の
努
力
で
は
い
か
ん

と
も
し
が
た
い
個
人
情
報
や
能
力
を
、
必
要
以
上

に
晒
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
だ
と
も
言
え
る
。

　
そ
れ
で
も
明
確
な
目
的
が
あ
っ
て
掲
示
す
る
と

い
う
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
。

能
力
は
平
等
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
結
果
も

個
人
差
が
出
て
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
は
か
け
っ
こ

と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
か
け
っ
こ
は
も
と
も
と

競
い
合
う
こ
と
を
楽
し
む
と
い
う
目
的
に
対
し
、

習
字
や
勉
強
の
目
的
と
い
う
の
は
、
本
質
的
に
そ

こ
で
は
な
い
。

　
ま
た
そ
の
差
を
、
わ
ざ
わ
ざ
可
視
化
し
て
一
年

中
教
室
に
掲
示
し
て
お
く
と
い
う
行
為
自
体
、
人

権
に
配
慮
し
て
の
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

こ
こ
で
の
大
き
な
問
題
定
義
で
あ
る
。

　【
筆
者
は
次
の
章
で
こ
う
続
け
る
】

　
習
字
を
個
性
的
な
表
現
の
掲
示
物
と
し
て
成
立

さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。
先
に
挙
げ
た
問

題
点
が
「
一
律
に
同
じ
字
の
手
本
を
真
似
て
書
い

た
字
を
並
べ
て
比
較
す
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ

か
ら
、
こ
の
逆
を
行
け
ば
良
い
。

　【
続
き
は
、
本
書
を
購
入
し
て
お
読
み
下
さ
い
】

特
別
で
な
い
特
別
支
援
教
育
を
⑬

が
ま
ぐ
ち
先
生

第１回教育セミナー
　６月 16日（金）19時から教育会館３F会議室にて、
令和 5年度第 1回教育セミナーを開催した。
　「困った時に教師はどうすればいいのか」－学校現場
のトラブルを法律から考える－と題して、香教連顧問弁
護士の平井功祥氏（香川県弁護士会：平井法律事務所）、
香川県教育文化研究所長の阪根健二氏（鳴門教育大学名
誉教授）の対談方式で進められた。
　学習権・懲戒権・正当防衛・スクールロイヤー制度・
いじめの重大事態など学校現場で直面するだろう問題に
法律家としての立場から非常に具体的でわかりやすい説
明があった。
　このセミナーは ZOOMによるハイブリッド形式で配
信を行い、会場参加者や ZOOM参加者から今直面して
いる問題にどう対応したらいいのかといった質問が数多
く出された。
　問題を法律的にどうこうするといったところにこだわ
らずに、まずは問題が起きないような準備、問題が起き
た時の初期対応、そして最終的な落とし所といったよう
に普段から問題に対しての対応の仕方を意識しておくこ
とや必ず単独ではなく管理職や学年主任と一緒に複数で
の対応を心がけるべきであることを学んだ。
　今回のセミナーでは、学校現場には非常に多くの問題
が散在しており、専門の立場の人からの助言が必要不可
欠であることがわかった。第 2回、第 3回と今後もみん
なで考えていく場を持っていきたい。

第１回教育セミナー

お詫びと訂正
香教連新聞６月号の単組選出、
執行委員に間違いがありました。
大川　 誤）朝日洋一
　　　 正）平木義章

丸亀市教職員協議会　評議員会

高松市学校職員協議会　評議員会

丸亀市教職員協議会　評議員会

高松市学校職員協議会　評議員会

　６月９日（金）１８：３０

からピカラスタジアム会議室

において、丸教協評議員会が

開催された。各学校の現状や

市教委への要望内容に対して、

意見交換が行われた。学校に

よって下校時間が違うことや

ICTに関する不具合など様々

な意見が出された。

　６月１５日（木）１８：０

０から高学協は , 評議員会を

Z O O Mで開催した。

　４月からを振り返り、どの

学校も人手不足が原因の問題

が山積していると報告の声が

上がった。この声を市教委要

望に反映させていく。


